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 研究要旨：炎症性腸疾患における癌サーベイランス法の確立を目的に、潰瘍性大腸炎に関しては２つ

のランダム化比較試験と１つの多施設後方視研究、クローン病に関しては１つの前向き研究を行った。

狙撃生検とランダム生検の比較では腫瘍発見数がほぼ同等であることが示された。また、NBI と色素内

視鏡のランダム化比較試験も症例集積とサーベイランス内視鏡はすでに行われ最終解析中である。多施

設後方視研究は大腸手術症例を対象とし 400 症例以上の集積が行われ解析が行なわれている。クローン

病の直腸肛門病変を有する症例では癌の発生が 5.1％にみられ、サーベイランスが重要であることが示

された。狙撃生検とランダム生検の比較試験に関してはすでに英文誌 Gastroenterology 誌に報告され

たが、その他の試験も今後英文誌に投稿予定である。 
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A. 研究目的 

炎症性腸疾患において消化管の癌サーベイラ

ンス法の確立は非常に重要な課題である。潰

瘍性大腸炎においては大腸癌の発見方法とし

て dysplasia を見つけることが重要であるが、

生検方法やその観察方法に関してはまだ確立

していない。クローン病の消化管癌の早期発

見方法は確立していないが本邦では直腸肛門

部の癌が多いことが報告されている。 

そこで以下の４つのプロジェクトを行い炎症

性腸疾患の癌サーベイランス法の確立を目的

に研究を行った。 

1 潰瘍性大腸炎に対する癌サーベイランス法

の確立 

2 潰瘍性大腸炎サーベイランス内視鏡におけ

る NBI と色素内視鏡の比較試験 (Navigator 

Study) 

3 外科手術症例からみた潰瘍性大腸炎癌合併

例における臨床病理学的検討 

4 Crohn 病に合併した大腸癌の surveillance 

program 確立の検討 

B. 研究方法 

1 潰瘍性大腸炎に対する癌サーベイランス法

の確立 

潰瘍性大腸炎のサーベイランス内視鏡症例を

対象に狙撃生検群とランダム生検を比較する

ランダム化比較試験を行った。 

２ 潰瘍性大腸炎サーベイランス内視鏡にお

ける NBI と色素内視鏡の比較試験 (Navigator 

Study) 

潰瘍性大腸炎のサーベイランス内視鏡症例を

対象に Narrow Band Imaging(NBI)と色素内視

鏡の２群を比較するランダム化比較試験を行

った。 

３ 外科手術症例からみた潰瘍性大腸炎癌合

併例における臨床病理学的検討 

多施設から後方視的に潰瘍性大腸炎合併癌の

外科手術症例の集積を行い解析を行った。 

4 Crohn 病に合併した大腸癌の surveillance 

program 確立の検討 

クローン病直腸肛門病変合併症例を対象に１

年に１回麻酔科生検または大腸内視鏡による

サーベイランスを行い前向きにデータを集積

した。 

（倫理面への配慮） 

いずれも倫理審査を経たのちに、前向き試験

に関しては適切な説明の元、同意を得て行っ

た。 

C. 研究結果 

1 潰瘍性大腸炎に対する癌サーベイランス法

の確立 

52施設より246症例の登録があり、狙撃群114

症例、ランダム群 107 症例が最終解析の対象

となった。1回の大腸内視鏡あたりの腫瘍性

病変発見生検数は狙撃生検群 0.211 個、ラン
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ダム生検群 0.168 個であり、１回の大腸内視

鏡あたりの腫瘍性病変発見患者数は狙撃群13

人(11.4%)、ランダム群 10 人(9.3%)であった。

狙撃生検群とランダム生検群で主要評価項目

である腫瘍性病変発見数はほぼ同等であるこ

とが示された。この成果は Gastroenterology

誌に発表され、また当該号の表紙に採用され

た。 

２ 潰瘍性大腸炎サーベイランス内視鏡にお

ける NBI と色素内視鏡の比較試験 (Navigator 

Study) 

2015 年 10 月時点で 263 例を集積し、症例登

録を終了した。2015 年 12 月に全症例の内視

鏡検査が終了し、最終解析が現在行われてお

り、今後英文誌への投稿が予定されている。 

３ 外科手術症例からみた潰瘍性大腸炎癌合

併例における臨床病理学的検討 

本年度は倫理承認がおり、10施設から潰瘍性

大腸炎合併大腸癌またはdysplasia計400症例

以上のデータが集積され、解析を行っている。

今後のサーベイランス方法や手術方法を決定

する上で重要な結果が得られることが期待さ

れる。 

4 Crohn 病に合併した大腸癌の surveillance 

program 確立の検討 

10年以上直腸肛門病変を有するクローン病症

例では麻酔科の生検および大腸内視鏡による

生検で 5.1%に癌が発見された。今後プロスペ

クティブに症例の追跡を行っていく予定であ

る。 

D. 考察 

潰瘍性大腸炎の癌サーベイランスに関する二

つのランダム化試験はいずれも潰瘍性大腸炎

における腫瘍性病変発見方法に関するランダ

ム化比較試験であり今後の診療方法やガイド

ラインをも変えうる重要な試験である。一方

でこれらの成果は専門施設における成果であ

り、この内容がそのまま一般施設においても

外装し一般化できるかどうかは今後の課題で

あると考えられた。また、クローン病に関し

ては 10 年以上直腸肛門病変を有するクロー

ン病症例では癌合併例があることが示された

が、その早期発見方法に関しては今後の課題

であると考えられた。 

E. 結論 

炎症性腸疾患の癌サーベイランスに関し、潰

瘍性大腸炎に関しては２つのランダム化比較

試験と１つの多施設後方視研究、クローン病

に関しては前向き研究を行った。特に狙撃生

検とランダム生検を比較したランダム化比較

試験では世界で初めて直接比較が行われ、両

群共に腫瘍性病変の検出率はほぼ同等である

ことが示された。その他の試験も成果が報告

され今後英文誌に報告を予定している。 
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15 岸川純子,風間伸介,仁禮貴子,小沢毅士,石

原聡一郎,須並英二,北山丈二,渡邉聡明 薬物療

法の進歩に応じた炎症性腸疾患の外科治療 当科

における潰瘍性大腸炎サーベイランス症例につ

いての検討 第 114 回日本外科学会定期学術集会 

京都 2014 年 4月 5日２. 

 

H. 知的財産権の出願・登録状況 

（予定を含む） 

１．特許取得 

なし 

２．実用新案登録 

なし 

３．その他 

なし 


